
順路８ 居間 
  

こんなことはありませんか？ 

 □灰皿のタバコを食べてしまった 

 □薬の誤飲 

□テレビ台の扉に指を挟んだ 

□テーブルの角に頭をぶつけた 

□ガラスの家具や扉に体をぶつけた 

  □椅子から転落した 

 □ベビーベットからの転落 

 □コンセントにヘアピンなど細いものを入れて遊んでいた 

 □アイロンでのやけど 

□ライターをいじってやけど 

□ふかふかの布団やぬいぐるみで窒息しそうになった 

 

対策 
１、タバコや薬、アイロンなど危ないものは手の届かないところに置く 

（１ｍ以上高いところで、手前には置かない） 
２、空き缶を灰皿がわりにしない 
３、テーブルの角にカバーをつける 
４、椅子に座らせるときは、ベルトで固定する 
５、コンセントにカバーを付ける 
６、ベビーベッドの柵を必ずあげる 
７、硬めの布団で寝かせる 
８、ぬいぐるみを顔の近くに置いて寝かせない 

子どもの手は思った以上に伸びる！ 

高いところに置いているつもりでも、「手を伸ばして」、「踏み

台を持ってきて」触っているかもしれません 


